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１ 神戸大学留学生センター規則

（平成１６年４月１日 制定）

（趣 旨）

第１条 この規則は，国立大学法人神戸大学学則（平成１６年４月１日制定）第１０条第３項の規定に基づ

き神戸大学留学生センター（以下「センター」という。）の目的，組織，運営等について定めるもの

とする。

（目 的）

第２条 センターは，神戸大学（以下「本学」という。）における外国人留学生及び海外留学を希望す

る学生（以下この条において「外国人留学生等」という。）に対し，必要な教育及び指導助言を行い，

外国人留学生等に対する教育指導の充実発展及び留学生交流の推進に寄与することを目的とする。

（業 務）

第３条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。

� 留学生交流の推進に関し必要なこと。

� 外国人留学生に対し，日本語及び日本事情に関する教育を行うこと。

� 神戸大学日本語等授業科目履修規則（平成１６年４月１日制定）に定める日本語等授業科目の教育

に関すること。

� 外国人留学生の所属する学部又は研究科（以下「学部等」という。）の協力を得て，外国人留学

生に対し，修学上及び生活上の指導助言を行うこと。

� 海外留学を希望する学生に対し，修学上及び生活上の指導助言を行うこと。

� 留学生教育に関する調査研究を行うこと。

� その他前条の目的を達成するために必要なこと。

（職 員）

第４条 センターに次の職員を置く。

� センター長

� 副センター長

� 教授及び准教授

� その他の職員

（センター長）

第５条 センター長は，本学の専任の教授をもって充てる。

２ センター長は，センターの業務を掌理する。

３ センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。

（副センター長）

第６条 副センター長は，センターの専任教員をもって充てる。

２ 副センター長は，センター長の職務を補佐する。

３ 副センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。
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（教 授 会）

第７条 センターに，教授会として神戸大学留学生センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）

を置く。

２ 運営委員会の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。

（センター長等の選考）

第８条 センター長の選考は，部局長会議の議に基づき，副センター長及びセンターの専任教員の選考

は，運営委員会の議に基づき，学長が行う。

（部 門）

第９条 センターに，センターの業務を遂行するため，次に掲げる部門を置く。

� 留学生交流推進部門

� 日本語等教育部門

� 相談指導部門

２ 各部門に関し必要な事項は，別に定める。

（日本語研修コース）

第１０条 センターに，外国人留学生に対する日本語教育を行うため，日本語研修コースを置く。

２ 日本語研修コースの実施に関し必要な事項は，別に定める。

（日本語・日本文化研修コース）

第１１条 センターに，外国人留学生に対する日本語能力及び日本事情・日本文化の理解を向上させるた

めの教育を行うため，日本語・日本文化研修コースを置く。

２ 日本語・日本文化研修コースの実施に関し必要な事項は，別に定める。

（事 務）

第１２条 センターの事務は，国際部留学生課において行う。

（雑 則）

第１３条 この規則に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は，運営委員会が定める。

附 則

この規則は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成１６年７月２９日から施行する。

附 則

この規則は，平成１７年１０月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成１９年４月１日から施行する。
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２ 神戸大学学術情報基盤センター利用規程

（平成１６年４月１日 制定）

（趣 旨）

第１条 この規程は，神戸大学学術情報基盤センター規則（平成１６年４月１日制定）第９条の規定に基

づき，神戸大学学術情報基盤センターの利用に関し，必要な事項を定めるものとする。

（利用の原則）

第２条 センターの利用は，神戸大学（以下「本学」という。）における研究，教育及び事務処理上必

要と認められるものに限るものとする。

（利用者の資格）

第３条 センターを利用することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。

� 本学の教職員

� 本学の学生

� 前２号に掲げる者のほか学術情報基盤センター長（以下「センター長」という。）が特に適当と

認めた者

（利用の申請）

第４条 電子計算機システムを利用しようとする者は，別表に定める区分ごとの利用申請書（以下「申

請書」という。）をセンター長に提出し，承認を受けなければならない。

２ センター長は，前項の申請に係る電子計算機システムの利用を適用と認めたときは，利用を承認し，

その旨を申請者に通知するものとする。

３ 前項の規定により承認された電子計算機システムの利用に係る有効期間は，当該会計年度内とする。

４ 利用者は，申請書の記載事項について変更が生じた場合は，速やかにセンター長に届け出なければ

ならない。

（利用者の遵守事項）

第５条 利用者は，この規程及び別に定める内規等に基づき電子計算機システムを利用しなければなら

ない。

（報告書の提出）

第６条 センター長は，利用者に対し，電子計算機システムの利用に係る事項について，必要と認めた

ときは，報告を求めることができる。

（経費の負担）

第７条 利用者は，センターの利用に係る経費の一部を別表のとおり負担しなければならない。ただし，

センター長が特に必要と認めるときは，利用に係る経費の負担を免除することができる。

（利用の承認の取消し等）

第８条 利用者が，この規程若しくはこの規程に基づく定めに違反し，又はセンターの運営に重大な支

障をもたらした場合には，センター長は，利用の承認を取り消し又は一定期間センターの利用を停止

させることができる。
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（書類の様式）

第９条 この規程の実施に必要な書類の様式は，センター長が定める。

（雑 則）

第１０条 この規程に定めるもののほか，センターの利用に関し必要な事項は，センター長が定める。

附 則

この規程は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１７年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１８年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２０年１月４日から施行する。
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